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ここでは、十津川村旭の迫のカイトが旭ダ

ム建設のため水没するにあたり奈良県教育委

員会の依嘱左受けて昭和四年に民俗調査され

た八代学院大学の林宏教授の「旭ダム民俗稠

査」ノートの羽査項目の一部を紹介してぃた

だ きました。

オ爺志では、日常のくらし(衣食住)に関す

るものに絞りましたが、村落や家の成り立ち

に関する伝承や、信仰、年中行事などの伝承

も含まれております。当館・大和民俗公園内

に移築復元しでいまt旧木村家の所在しでぃ

た村の生活の一端左理解してもらえれぱ幸い

であります。 (予耶藥・」'・)

衣

.田植えの服装

タウエは女だけの仕事。男はスキ住脚役。

昔はフンドシ(コシマキ)の上にツッッ

ヒルメシの残り。

ユウメシ 61寺を過ぎることが多い。

麦メシホイモ(里芋)

ヤショクァイ(菩段、平日)に食べず。

ヨナべで忙しい時だけ

.ナンバキビ(玉窃黍)の汁

*

オカイサンヒ

途中で一服しても何もN,ぬ。

1111寺~1111寺半麦飯ψ、ギメシ)ヒルメシ

「~食べようか」とホメク(大吉で呼ぶ)、

*加を沢11片hリていた「久保」(森尾γ京で1土、劇1か 4

女鰕左 1、欠いたル,"d) f闇左竹くため大きな湘1 3 /1・}

で・Π中ft うだけ1久いてオゞいた、 h.斤1■で炊いたこ上

1,1,るケンスイヅ、)/、・ヤに余分に 1、欠い、ぐ力く

韮何心ハノjが余,寸 ft 3 米上 1〕11りかJ,y る(ハかりい

ケンズイ 中谷ではオチヘ,

ポ(筒袖)のナガギく長着)を着て、カ

ラアゲし、タスキは井卜けず、一巾または

・一巾半のマエカケをしめ、裸足で植えた。

テッコをはめ、ハバキ(上と下を紐で結

ぶ)をはいた。

アサメシ

穂を十分成熟させて干して貯蔵するほかに、

まだ若い穂をとって塩茄でにして食べた。

乾したものは畷割りにして炊いて食べた。

ナンバモチは余りうまくない。

子供の頃は若い穂をとったあとの芋在折

つて捻じって汁を吸った。ほんとうに甘い

ものがある。小学校の頃、前川のオバア

がとって呉れて、毎日待ち構えて渡してく

れるのをかじりながら家へ帰ったので、道

ぱたが、キビの吸い粕で・一杯になった。

.ヒエ仟則

大変手が井卜かるが、おいしくて栄養価が高

L)

米を少し人れて征呼反1:炊く(ヒエメシ) 0

ヒエダンゴにもした。稀にはお粥にもした。

.トウキビ

カラウスで粉にハタイて団子や餅に作る。

ハクにしてイ精白して)粒の侭、餅にもt

るが、搗き難い。

●ソノヌ

そのままアラ休動で置いておいて、ヒキ

ウスで喉いた。

0 ソバネリ(ソバカキ)

*

食

●もともと田が少ない上に、折角作っても昔

は今の1/4くらいしか作柄が無く、米・塩

はみな五条から買った。

●イモガユ、イモオカイ(藷粥)

米粥にズコズゴズコ切ったサツマを入れて

煮いたもの。

.麦飯

.一日の食事

うど人と同じように使ってよく食べた、

ソバウチバンの上でメンボウでウチ(ソ

バウチ)大きくて平なソバキリポウチ

ヨウで切っで食べた('ノバキリ)、製,兄Hよ

ソバで苫はオオツゴモリ(火鵬斗ヨ)にツ

ゴモリソバ斉食べた_
●餅のいろいろ

( 1 )

.米の餅

はじめにソバ粉に水を入れてち上っと混

ぜ、それから熱湯を注いで、塩または將

油(好みによって砂降唐も)を人れて食べた。

0ソバウチ.ソバキリ
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粟の餅アワモチ

唐黍の餅トウキビモチ

ヨモギを摘んだ時にもヨモギモチ

作るが、ヨモギをユガイて(荷でて)干

しておいて、正月前にも作った。

.大根の保存加工

輪切りにしてーこれも厚く切る人、薄く切

る人がある一干す。

また、まるごと干す人もある。この場合は

煮く時に刻む。漬物にも。

ダイコンツキでついて乾した。センギリ

.ホイモ(里芋)

子芋はコジ、親芋(かしら)はカブ。
典

●ーボシ

塩だけで煮詰めたもの(ニドイモ(ジヘ,ガ

イモ)、クリの場合もこういう)。

↓リ、下 r食コの項は孤面の関係_ト省略するが、テコマワ

シ、ワりナ、スイキ、サツマ(薩摩二王)、イモガユイイモ

古い家ではすべて 1間巾。

昔は士族だったからカゴ(駕籠)で帰っ

て来て、カゴの侭入れるように 1問巾

のエンを取った。エンのザシキ側の長

押の上にコトゥジが掛けてあり1 これ

は奥へナオシとく(しまっておく)もの

ではないとジイ(祖父)が謂っていた。

※コ 1、ウシー・1倉のように先が金 tかね)になって、叉

をはったようにな 0 て、 14ホロノコ tいぽいぼ、ぷ

つぷつ}かつぃてぃた。帥老の材1搦め用の武具。

侍付合いしていたので、カゴで来て、

付畔剥の前に着けてエンに上コエン

か'り、ここで装束を直した。偉い人な

らエンまでカゴを上げたらしい。

後には、養蚕用の桑を刻んだり、雑穀

を干したりする場になった。

0 コエンω珠示)

エンの前面に取付けた1尺5寸巾くら

いの雨縁。迫出身の岸尾堰はウチエン寸カイ)、ホシカ

゛乞し)、カシ(押)、 t1喫粉)、シイけ伽、トチ(村励、カシコ

クリ叫1)、力斗(柿)、ズクシ(孰村"、七ンマイ、ワラヒ、

タライ、ススダケ、ニ〔ビカスラ、マタタヒ、ツホキリ、

ナレスシ 1クサレスシ)、カツオフシ(碑節)、ニホシ、食

用油、痘物、豆1禽・蒟萌・1味咋1・特抽などの開査項日か

ホシカイモ

あることのみ挙げて力く {)

( 2 )

住

.問取り

栂ノ木、中谷、迫共に同様、各室の名称

も同じ。

.各室の機能

0 ダイドコ

3尺四方のユルリ左中心として曽ての

煮炊き、平常の起居、団らんの問であり、

「ク、保」森尾家の場合、奧寄りの天井

裏に 7本の丸太(ナゴ)が渡してあり、

昔はこの上にコンニャクの種イモやサ

ツマの種藷をト'げておいた。茶タテ住櫛

なども。

字宮原・谷瀬方面で聞かれた「七イジ■

の呼称は旭の 3 カイトのどこでも聞か

れなかった。

0エン

ホシイモ、シラホシ(内

ナカノマともいう。

主人夫婦の寝室。

昔はここにも 1尺5寸角のユルリがあ

つ、_0

客がエンに着けぱ、主人はデーで待受

けて、ここで到来物(士産)左受けて、

着到の挨拶左受けた。だから、本来は

「礼の間」で、それが「デイ」と託っ

たのである(中砂老)。

古い家では大抵10畳になっでぃる。

0キャクデンまたはキャクデ

ここで紹介した十津川゛、ν世の村落の生1舌、とくに六、食、侘に関する伝承については、生業、信仰、

午中行事、外の調査項目のー;祁であるが、栂ノ本の巾砂菊次老田峨台23午*)、今Πの「久保家」と

称されている家の当主である森尾高奔老山j1治32午生)、高春老の大人の森尾すえ細峨台41年生)、そ

'へ代 11乢火、'f ,々・11 】して菊次老の甥の4・,砂益治の各氏から聞き取りした tバ乃で立る,

オクノマともいう。正客用。

ここで正式の挨拶し、ここで接待する

のは特別な客か、特別な折である。

0 オク(仏闇、ミタマヤ)

主人の居問。書院になっている。いざ

という時に備えて、大抵奥の問から外

か、隣の部屋へ抜けられるようになっ

ており、・一番安全な部屋。

若夫婦の寝室0 不マ

0

、
つと

デ0
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現在、利、は、仕事着を形態的に調査してい

るが、聞き取り調査左しているとき、「讓りで

もらった」という言葉を耳にする。このナ昜合

の譲りとは、形見分けのことである。

そこで、今回は、最近、寄賠を受けた仕事

着の中から、はっきりと讓りでもらい、嫁人

りのときに持参したことを聞き取ることので

きたハンチャ2枚を中心に、有形の物におけ

る無形的な側面に焦点を当ててみたいとぽ、う。

この2 枚のハンチヘ,は、添上郡月ケ瀬村で

寄贈を受けたものである。

月ケ瀬村は、奈良県の東北部県境で、大和

高原の一部をなす地域である。名張川(現在、

下流の高山ダムの完成により月ケ沖鳶胡とな0

た)に沿った丘陵地帯で、川東の石打・尾山

長引と、川西の桃香N卜月瀬・嵩にわける

ことができる。石打は三重県上野市と隣接し、

上野の市街まで約10kmの距雜である。それに

対し、桃香野は、奈良市邑地と近いが、奈良

の町とは遠く離れた位置にある。だから、同

村は上野の文化圏に入る地域であり、上野に

一番近い石打が一番流行にも盆剣惑であるとい

目ケ瀬村は梅林で有名である。大正初期ま

では、鳥梅の生産や養蚕が盛んであったが、

次第に衰え、その代力りにお茶の栽培をする

家'が増加していった。それに加えて、冬は山

で柴刈りゃ炭焼きをした。同村全体で約 500

世帯で、そのほとんどが農家で、稲作をオチ

ミ・コマチ(谷間の棚田のこと)でしている。

衣類は自家製が多く、この辺では、かつて

は、綿作りから始め、糸は尾山や宇陀郡室生

村下笠間の紺屋で染めてもらい、自分の家で

機織りをしたという。嫁入りのときにも、仕

事着を持参するのが讐通であった。

後で紹介するハンチャは綿人れのハンチ七

であるが、これに関連して、同村の女性の仕

事着について少し'、れておきたい。

女性は、田畑の仕事をするときには、」二衣

は単の筒袖の縞や餅模様の木絲地のハッビ、

下衣は耕木綿のイマキ(腰巻)をつけ、半巾

帯を巻いて細紐で結び、帯の下に三巾前掛や

四巾前掛などをした。田植のときには、紺バ

ソチをはき、その上にイマキを巻き上げて短

くして身につけた。昭和]6、 7年頃からモン

ぺをはくようになり、イマキ姿が徐々になく

なっていった。

冬の山仕事のナ昜合は、才、ルの肌ジュバンに、

上衣は縞ないし耕の袷のハンチャ、下衣はオ、

ルのイマキ、その上に半巾帯を巻いて紳徐丑で

結び、前掛をしめた。そして、縞木綿の綿入

れのハンチャかソデナシをオ珊哉った。
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月ケ瀬村の場合、ハッピは単で、裾の両脇

に10cm程のウマノリが付いて、体を動かしや

すぃように工夫している。身丈は、かつては、0

膝下まであったが、第二次世界大戦の中頃か

ら、短かくなり膝上ぐらいになった。これは

下衣か'イマキからモンペへと変わって、余り

身丈を長くする必要がなくなったからであろ

う。ハンチャは、袷ないし綿入れである。綿

入れのハンチャは、洗うときには、ほどいて、

洗い張りして、仕立て直すので手間がかかる

ので、部分的に洗ったり、取り替えたりでき

るように、特に汚れたり、やぶれたりしやす

い衿や袖口には、共布や別布を重ねている。
^

綿入れのハンチヘ,は、仕事を始めるときに

はぬぐことが多いが、仕事に行くときに着た

ので仕事着の軍師壽に入れた。同村では、袷・

ホ帛入れの区別をして呼ぱなくてもわかる場合

は、単にハンチャとのみ呼んでいるので、次

に、讓りの綿入れのハンチャのことを紹介す

るに際しては、ハンチャとのみ記すことにす

る。

同村尾山で寄贈を受けたハンチャは、現在

80余歳になる福岡シゲノさんの持ち物であっ

た。旧姓東ロシゲノさんが、]8、 9歳(大正

中頃)で、福岡家へ嫁入りしたときに持参し

ひしぇ

1゛
」゛

た。井田家のおばあさん力派哉った布を、おば

あさんが亡ったときの譲りでシゲノさんがも

らって、自分でハンチャに仕立てたのだとい

う。地味な縞柄であったから、年寄になって

から着るっもりで、袖付けの下の脇を完全に

縫い合わせた(若いときは八つ口をあけ、元

禄袖にしたりした)のを作り、しつけ糸を付

けたまま保存しておいたとのことである。東

口家・井田家・福岡家共に尾山にある。戦前

は、同大字内同志の結婚が多く、血縁関係の
二

集まりである一統が重視されていたようであ

るが、東国家と井田家は同一統ではない。

もう1枚のハンチャは、大正時代に、奈良

市邑地の谷奥イトエさんが、月ケ瀬村桃香野

の徳田家に嫁入りするときに持参したもので

ある。そして、イトエさんを母として大正Ⅱ

年に生まれた千鶴子さんが、母親佃召和2年

死亡)の譲りのハンチャをモンぺに仕立て直

すようにと言われて、昭和19年、尾上家に嫁

入りするときに持って来たという。結婚式も

夫になる相手が出征中で1人で上げたという

時代である。まだ、モンぺが佳,回って数年で

余りモンぺのなかった頃であり、単棚寺中で、

将来に備えるよりも、今の不足を補うことの

方が大切であった様子が窺える。結果的には、

しつけ糸をつけたまま、今まで、残されたの

であるが、第二次世界大戦による物不足の余

波を被ったといえよう。

現在は、時代が変力り、必要なときに既製

品を購入することが多いが、械前までは、衣

類を準備して、嫁入りのときに持参した。さ

らに、物持ちがよかったので、母から娘へと

受け継がれることもあった。讓りは、効果的

に活用されていたのである。

木綿地でハンチヘ,を縫ってからだけで印年

1リ、上経ってぃるわけで、その間を、作ったり、

譲り受けたりした人々の目を通して兒る場合、

人とハンチ气,のかかわりから生じる無形の、

精神的なものが加わる。現在、形式的にでも

形兒分けが残っている所以であろう。

そして、その無形的な側面を客観的にみる

と、 1列えば桃香1〒のハンチヘ・のように、その

鵬イ弌の世相の一J諾を示す資料・ともなる。今川

は、讓り→嫁人りに持参という、談りのー・例

だけである。これから t,il"査をしていきたい。

( 4 )
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1夏祭り・祗園祭り浦西勉 1
ー^]一゛ーーーー^

大和の夏祭りと言えばいったい何をさせは

良いのであろうか。盆の行事をのぞくと、さ

して広域な地域に大きな祭礼がどうもみあた

らない。〒火祭りと言えぱ、あれかとすく、1里解

できるが、夏祭りと言うと、どのような行事

を言うのか不明確である。奈良市の弁天祭り 、

奈良市・田原本町・天理市櫟本の祗園祭り、

橿原市八木の愛宕祭りなどが、この夏祭りの

範疇に入るのであろう。今日、行われる花火

大会などを含めて考えてみると、夏祭りはと

うも町を中心にした祭礼が多いのではないか

と思う。ここでは祗園祭りをとりあげて、夏

祭りの性格を考えてみようと思う。

田原本町の祗園祭りは津島神社を中心に、

今も盛大に 7月17日から3日問行われている

行事である。町内各戸に提灯を軒先に吊り、

出店が所狭しと、道や神社境内にならび、ま

た広場で万才などの催しが演じられてぃる。

境内などは人の群でいっぱいになるのである。

また各所に「タテャマ」と呼ぱれる兒せもの

が設けられ、人々はそれを見てたのしむ。と

にかく、人が多く出、夜おそくまで町内はに

ぎわうのである。

田原本町の祗園祭りはかつて旧6月7日よ

り14日の8日間行われていた。田原本藩の文

政6 午(1823) 6月の日記に注①

祗園会に付御徒士目附町廻りいたす。

とあり、人がにぎわいあらそいもおこるので
1

今の警察の役目となる目附がみま力ってぃる。

さて、祗園祭りの行われる津島神社は、延享

3年の記録では次のように記されている。注②

春日明神 天治二年と棟木に書附

牛頭天王 御座候得共委細相知不

申候八幡宮

そして、中央の牛頭天王が重きをおかれてぃ

たようで、町民は祗園社とよびならわしてき

た。祗園社と言うと京都八坂神社と同じで、

御神体が牛頭天王なのである。また同神社の

記録によれぱ「明暦三年住657)丁酉霜月六
,ーーー.、.い,注③_→
日牛頭天王造営」とあザ、すでにこの時

から祗園祭りが行われていたと考えられる。

また、天理市櫟本の和爾下神社でも7月24

日祗園祭りでにぎわう。この神社も治道天王

社と言われ、牛頭天王かまつられている。

その他、奈良市、桜井市初瀬などで祗園祭

りが行われているが、この時まつられている

のは牛頭天王なのである。

牛頭天王は、本来インドでは疫病退散に利

益のある神で、日本に伝わり疫病、農作物の

害虫、その他邪気を払い淋ル去る疫神として
i主f4)

信仰の対尿になったと言う。このような神で

あるから、丁度、日本の何もかもがくさりや

すく疫病の流行しやすい時に祈る神として受

け入れられたのであろう。

また、この祗園祭りは町で行力れることが

多いのであって、このことは、この祭の特色

でもある。農村では田植力泳冬力り、やっとひ

といきつける頃、個人の開放感を味力う場所

として、この時期の町の祭りを位置づけるこ

とができる。

注①~③

1]之 4 ]

▲牛頭天王像『仏像図章1
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山添村室津の婚姻習俗

室津は、奈良市から東へ、水問街道(国道

3的号ホ別を通り山添村に入ると、その最初

の集落である。このあたりはかつて東111中と

も呼ぱれた地域で、室津も谷問傾斜面に位置

する農村である。

@)交F祭・j重力昏圈

かつては、見合いなどよりむしろイセキな

どをきっかけに、結婚に至ることが多かった。

イセキとは、旧暦 7月一、'}月にかけて、近郊

の村々で行われた盆踊りのことで、青年達は、

この時期、各村を回って歩いたものである。

この他二十三夜待のような折に娘のある家

をヤドとして、男女が夜の更けるまで談笑す

る、というようなことが行われ、室津から都

祁村下深川あたりまで出かけていった。

通婚圏はある程度限られた範囲ではあった

が、村外婚がけっこうあって、村内婚とは限

らなかった。ただ婚姻しない村というのがあ

り、また隣り村とは縁組みしない、ともいっ

た。緑組みすれぱ氏神の崇りがあるとか、両

村に通じる道の境に嫁取り神がおられる、と

という言い伝えも近郷各所にあった。室津で

は桐山・北野山とは縁組みしないといった。

村外から嫁取りをする場合、嫁方の村の若

衆に婿金を支払わなけれぱならなかった。

②足入れ

足入れが行われるのは、年が若すぎる、午

回りが悪い、荷ごしらえができない、家の事

情で暫く娘を手離せない、などの場合という

(東山村史)。

室津では「年越し嫁」といって、一旦嫁入

三日すれぱ実家に戻り、りをするものの、 ーーーー^、

その後暫く婿が嫁方に通う。その後、午を越

して、農閑期に正式に婿方の家に引き移る、

ということがときどき行われた。

③何送り

荷は嫁入りのとき、或いは数日前に運び込

むこともある。嫁入りの翌日、近所に披露す

る三とになっている。

④嫁入り、嫁いじめ、入家の儀礼

嫁入は仲人に伴われて出,掛けていく。

また村の入口に六を掘っておくなど、嫁い

じめが行力れた。このような行為は rよくや

つた」とほめられた、という。

嫁家に入ると入口にたらいを置いて足洗い

を行うか、またはi小人(女件)に伴われて、啄

が鍋つかみを持ってケドサンのまわりを三回

まわる。などの儀礼を行テ家があった。

家に上がると真っ先に仏壇に参る。このと

き仲人が縁を開け放つ三とになってぃた。

⑤男人り

男入りという言葉は、双方の親の、市卿咸と

しての初の行き来(親1拔成り)、または、初婿

入りと同義に使力れている場介が多いようで

ある。県内でも幾つか事例が机告されてぃる

が、親1拔成り的な儀礼として行われてぃる

σ列えぱ奈良市大安寺、曽爾村など),

さて、室津の場合であるが、それは嫁の実

家で家督左讓ると志、財産分けとして荷を送

ることを指している。中恋家には明治末の

r男人物吊,控1帳」が残されており、反物、六

類、夜具、甲笥、長1、〒から火熨斗・のようなも

のまで見える、なお、これ以後実家が嫁にN.

た娘に対して物吊'を則ることはないという

{ S .60.3.21 小粲灯川.氏、× 1 十とり 1感」「辺
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◆◆民俗公園短信◆◆

大和民俗公圖は、 tでに皆さま方に利用し

ていただいておりますが、この四月一日から

正式に都市公園として開闌しました。完成ま

では、あと数午かかりま tが、もうしぱらく

お待ちください。

春から初夏にかけては当公園の花の一番美

しい時期です。ウメから始り、什クラ、ユキ

ヤナギ、ヤマブキ、キリシマツツジ、ヒラド

ツツジ、サツキと切れ月なく続きます。これ、

からは雨の季節になりますが、アジサイやク

チナシが目を楽しませてくれます。暑い夏は

花にはきびしい季節でtが、昆虫達にとって

は天国なのです。カブトムシやクワガタと仲

良くなってください。

工事の報告になりますが、諦年度は東地区

を中心に園路などを整備しました。また西入

口の付近にはツツジ頬やケヤキなどのたくさ

んの樹木を植栽しました。この場所はこれま

で少し殺風景だったのですが、来春からは歩

くのも楽しくなることでしょう。(嶋田記)
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☆S60;f4月10日~9月]6日

テーマ展「女件とくらし」

☆S60年6月22日~ 8月25日い杠0~剛 4

体験学習溝座<はたおり教室>
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■ S 60午'9月1日(予定)から、剛 2 ~熱N

民俗カルチヘ,一泌座(民俗コース)

※同,'座は、テーマ展「女件とくらし"をコース

テーマに 1_て 3 回連続{扉週H1燿日}の.,押埀で

1が、祥しくは当鎗へお1剖い合力せドさい

■ S60午]0門 3日~11月24H

特別テーマ展
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《表紙説明)

奈良県では、むかしは6月中頃に存麦を収樺した

後、田起こしを行なう。

この田起しのときに、小にカラスキぜ■を慢か

せて、田の士を数回反転させる、

このカラスキは、農家にとって大切な農作業の道

具のーつであったが、今日では耕転機がこれに代わ

つて田起しを行なう機械になっている。江五雌代に

現われたカラスキは、昭和30午前後を境上して姿を

消していった、三いハれぐいる
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■編集後記■

1暖かいというよりも腎いという感じがMいた連休

三の朔問、民俗公園を訪れた競子連れの姿が円こった、

父親と母親と女児と嬰児、吐樹と女児二人、そして

父糊と'ナ}児_、.人・・・・ー

また、館内にも,硯子連れ、係連れの老人の姿があ

◇た、鋪内の展示に兒人る人々が、それぞれの関心

嘔のあるコーナーに住むつくし、「井い頃、祝いご

とのあった家にモチを人れて11りていた とか、」

「あれがむかしのアイロンで、 1美火き人れる 勺

という会,舌が履示ナリにこ 1まれる;1'かいす蟻d).'喘々
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